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盈望

薄

京
都
大
學
文
學
部
誓
豆
科
卒
業
論
文
題
属

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
年
三
廼

　
　
　
哲
　
茎
菜
攻

畢
士
　
青
木
　
降
嘉

　
　
　
阿
川
　
琢
磨

磯
葉
　
　
稔

江
川
　
　
潔

河
井
小
井
出
　
均

高
繊
　
光
哉

　
　
　
ご
井
谷
薫

　
　
矯
膏
利
牽

　
　
　
濱
里
　
忠
宜

　
　
　
松
浦
藤
一

修
士
　
研
藤
巻
愚
夫

土
鮫
　
郵
夫

カ
ン
ト
に
お
け
る
知
的
直
彌
晒

精
飾
現
象
墨
に
於
け
る
纏
験
と
絶
灘
知

　
一
祭
の
現
實
牲
の
賜
題
一

よ
み
の
舞
ひ
歌

　
一
自
膿
と
灘
稔
め
ぐ
り
て
の
ー

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
人
…
間
論
…

β
ゴ
ル
ギ
ァ
ス
篇
の
解
織
を
め
ぐ
っ
て
ψ

カ
ン
ト
「
純
粋
理
性
批
到
」
に
於
け
る
自
我
と
物

　
藍
島
ニ
ー
チ
ェ
に
於
け
る
野
鼠
値
樹
立
の
源
瑚
に
つ
い

て
二
i
テ
ェ
の
思
想
一
川
面
回
麟

カ
ン
ト
、
獺
紘
弊
附
理
性
湖
難
癖
の
客
雌

先
占
胃
壁
演
藩
論
に
お
け
る
一
つ
の
間
題

カ
ン
ト
の
認
識
論
…
に
お
け
る
撰
與
性
の
問
題

意
鋤
隅
の
葛
屋
い
と
實
在
礁
一

　
1
－
i
へ
、
ゲ
ル
存
雀
偽
の
滞
礎
構
幾
と
モ
の
方
法
ー

カ
ン
ト
に
於
け
る
「
識
脅
」
の
問
題

　
…
…
勝
に
そ
の
一
簸
愁
と
の
聯
蘭
…
に
於
け
る
t

學
士

修
士

學
士

修
歪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獣
六

繭
由
口
　
邦
葎
　
シ
凱
リ
ン
グ
先
験
的
磯
念
巨
星
の
立
場

永
地
　
宗
明
　
ス
ピ
ノ
ザ
の
教
へ
た
永
遠
と
い
ふ
こ
と

　
　
．
西
洋
哲
學
史
悪
攻

種
山
　
恭
子
　
評
言
℃
謎
謎
呂
↓

　
　
　
　
　
　
ー
プ
ラ
ト
ン
の
「
℃
蹴
へ
O
e
て
扁
に
於
け
ろ
生
城
と
瀦
減
の
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
a
苓
へ
a
の
簡
題
～

　
　
　
　
　
　
一
亀
℃
N
亀
哩
ミ
A
に
於
け
る
解
語
の
煮
瞭
－

岩
田
政
之
助
　
道
徳
的
目
酌
論

素人

ﾎ
…
興
一
鄭
　
「
プ
ァ
イ
ド
ソ
」
の
羅
…
造

　
　
　
　
　
　
ー
ア
ポ
ル
ロ
ン
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
t

山
下
　
正
男
　
プ
ラ
ト
ン
論
…
理
烈
に
つ
い
て
の
一
試
論

　
　
　
心
理
畢
琢
攻

池
田
　
　
溢
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
到
鍾

池
田
徹
太
螂

岡
野
　
正
男

鴻
樗
　
隅
鮎
次

角
谷
か
を
る

鳥
居
　
縫
隆

秋
田
宗
船

将
戸
忠
夫

千
本
勲
道

距
離
知
畳
に
於
け
る
ω
貯
Φ
ゐ
償
①
o
ド
暴

ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
・
テ
ス
ト
に
よ
る
里
子
村
の
調
‘

甕｛
父
友
關
…
係
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

窺
円
心
の
自
己
報
告
に
あ
ら
は
れ
た
親
子
閲
…
係
と
性
ツ

格
特
性

…
集
醐
譲
…
題
解
　
決
の
出
買
験
門
的
研
究

光
㎝
覚
閾
法
に
よ
る
誘
導
の
場
の
測
定

比
較
過
程
に
み
ら
れ
る
蒔
間
誤
蜷
の
心
理
箪
的
生
簡

理
麟
的
研
究

（艶

g
騒
繋
駕
姫
宮
器
謡
霧
勘
離
嶺
）
」

白
回
動
遮
職
｝
の
七
洋
的
研
究

　
一
不
磁
起
條
…
件
に
就
て
－

移
入
に
及
す
肇
脅
様
式
及
び
材
料
の
影
響
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室前
三川

學
ま
　
罷

墨
＝ヒ

新阿
田部

墨
ま
　
飯
田

　
　
遠
藤

　
　
奥

　
　
川
添

騨
原

折
口
治
　
移
調
肝
動
の
脚
麟
聯
繋
分
析

賦
附
竿
丁
　
　
辮
困
難
・
稽
弘
μ
び
ナ
」
ペ
ラ
ン
、
卜
條
件
，
つ
議
り
に
於
け
一
Φ

　
　
種
々
の
休
止
時
隔
後
の
潰
去
抵
抗
に
つ
い
て

倫
理
三
尊
攻

悪
秀
　
カ
ン
ト
倫
理
に
於
る
膨
　
式
と
質
料
の
…
圃
係

美
學
藍
綬
史
導
攻

　
弘
　
天
色
彫
刻
の
研
空
川

博
幌
捌
蜘
替
劇
の
カ
タ
ル
シ
ス

　
　
　
一
1
ー
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
薩
へ
防
霜
に
購
回
す
る
…
鷲
蛾
小
一

紅
奮
畢
黒
攻

義
清
　
託
會
的
性
絡
の
一
考
察

正
昭
　
三
布
近
郊
談
村
の
瀧
會
墨
的
考
察

宗
隆
　
指
一
洗
の
概
念

三
郎
特
定
の
年
代
髄
魯
環
境
が
少
年
に
興
え
る
影
響
に

　
　
　
つ
い
て
の
研
究

　
　
　
（
一
Φ
の
O
一
一
〇
ω
転
生
九
の
霧
少
年
瀞
の
鵬
…
究
）

　
勉
　
コ
ミ
ュ

田

和
男

田商
中矯

　　健；

’博吾

森村松
本！二林

　佳良
宏典生

彙

　
　
　
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
…
集
目
凹
淡
温
海
の
漏
｛
程

　
～
－
世
爵
過
艦
分
研
の
方
凄
縣
的
娯
型
一

銭
本
農
村
に
お
け
る
塊
誰
支
配
の
本
質

魯
醒
村
異
質
化
の
｝
型
態

癬
聞
の
雛
囑

　
叛
鰯
画
の
史
生
と
溜
畷
の
嵩
緒
陵
命
の
憂
濯

　
　
～
騨
掌
と
揚
認
の
謄
題
に
詞
し
て
t

近
代
に
お
け
る
家
族
の
町
彫

大
都
窃
近
郊
に
於
け
る
農
村
の
近
代
化
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
勢
鱒
圃
舞
ム
目
に
お
け
る
上
下
關
係

膨

音
繊
　
脱
人

修
士
　
河
村
雷
雨

壕
肖
　
‘
糟

￥
（
∫
ー

ノ
、
　
＝

角
　
　
節
郎

前：li
田

　　　久

卓郎宗
教
畢
琢
攻

今淺
野墨｝

英 利
脇

修
綬：

大松藤竹
峯塚三川

　鼎英俊
顯茂麿治

學
漁

那等
比根

顧1

彦f｛

學
士
　
今
西

集
麟
胃
炎
の
た
め
の
｝
つ
の
穐
　
組

　
ー
ー
・
・
計
一
二
士
の
概
念
良
臣
一

朋
治
以
後
の
我
図
の
寒
長
制
回
旋

　
一
i
明
治
・
大
皿
火
翼
に
表
れ
弧
象
族
一

漁
村
の
瀦
轡
轟
靴
阻
に
關
す
る
研
究

　
t
漁
魯
の
實
態
に
即
し
て
t

靴
會
統
制
と
し
て
の
分
散
的
弓
裁

未
開
喜
泣
に
於
け
る
阻
先
崇
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ス
ピ
ノ
ザ
に
於
け
る
聯
の
問
題

シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
の
珈
不
嚇
駄
論
…
に
於
げ
る
思

惟
と
存
在
の
聞
題
に
就
い
て

信
仰
と
理
性

カ
ン
ト
に
於
仙
U
る
根
一
兀
一
三
…
の
問
題

カ
ン
ト
宗
教
哲
雛
に
於
け
る
根
元
悪
に
つ
い
て

フ
ィ
ヒ
テ
に
於
嚥
り
」
勺
｛
口
我

佛
教
畢
蘇
攻

聯
闘
【
曇
鷲
の
史
的
位
置
と
思
想

信
孝
　
教
行
信
誰
方
便
化
身
土
毬
の
考
察

　
　
　
－
ほ
融
優
人
と
二
毛
溢
五
線
一

仁
漁
準
　
十
馬
乗
急
信
論
に
三
業
熊
り
る
眞
如
と
ヘ
ー
ゲ
ル
精
紳
現

　
　
象
擁
序
文
（
℃
荒
き
ヨ
魯
。
一
◎
讐
⑦
α
①
ω
O
Φ
圃
動
・
g
ω
け

　
　
く
◎
叢
⑦
α
ゆ
）
に
於
け
る
精
一
騨
の
比
仙
鞍
研
究

基
督
激
畢
専
攻

闘
騨
弘
　
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
の
「
珈
爪
教
論
」
に
於
口
げ
、

　
　
　
る
宗
鍛
の
本
質
論

五
七
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「
京
都
理
ア
メ
リ
カ
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
の
本
年
度

夏
季
講
習
會
に
湿
す
る
お
知
ら
せ

央中

ﾔ…

｡
叩
望
漕
…
の
入
瓦
め
に

”

　
、
「
京
都
ア
メ
・
リ
カ
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
に
つ
い
て

　
臼
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
研
究
に
寄
派
し
、
併
せ
て
わ
が
國
と
ア
メ
リ

カ
と
の
問
に
お
げ
る
學
衛
的
協
力
と
交
化
交
換
に
資
す
る
こ
と
を
H
的
と

し
て
、
昭
和
二
十
七
年
以
來
・
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
姻
後
援
の
も
と
に
、
米

國
イ
リ
ノ
イ
大
倉
、
同
志
肚
大
当
お
よ
び
京
都
大
學
の
共
同
主
催
に
よ

っ
て
、
山
尽
都
ア
メ
リ
カ
研
究
セ
ミ
ナ
ー
（
↓
び
Φ
淡
嘱
◎
酔
O
》
ヨ
Φ
臨
O
跨
P

ω
9
蝕
Φ
白
庸
G
り
O
欝
剛
ロ
騨
⊃
弓
）
が
夏
季
羅
…
響
會
の
か
た
ち
で
開
一
催
さ
れ
て
座
試
κ
。

そ
の
研
究
分
野
は
哲
雄
・
歴
災
・
女
學
・
緯
潴
學
・
法
學
で
あ
っ
た
。
，
こ

の
七
ミ
ナ
ー
が
昨
年
か
ら
は
規
模
を
嬢
卜
し
、
同
大
お
よ
び
京
大
の
學
邸

欝
義
に
組
み
込
ま
れ
て
講
義
な
ら
び
に
演
習
を
行
う
こ
と
と
か
り
、
併
せ

て
ま
た
、
夏
季
講
碧
會
を
も
績
行
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
様
年
ア
メ
リ
カ

か
ら
萌
期
（
二
邦
一
八
月
）
と
後
期
（
七
刃
…
一
月
）
と
に
そ
れ
ぞ
九
專

照
門
分
石
州
の
黒
ハ
つ
た
凱
陣
師
叩
【
名
つ
つ
が
派
門
口
階
さ
れ
る
。
。
瞳
『
疏
・
は
冒
蘭
蘭
川
に
は

イ
リ
ノ
イ
大
銭
C
・
M
・
ア
レ
ン
属
島
（
教
育
墨
）
、
後
期
に
は
コ
ル
ゲ
イ

ト
大
學
R
・
L
・
モ
ッ
ト
敏
授
（
法
學
）
が
逡
ら
れ
た
。
夏
期
簿
習
曾
に

け
署
醜
期
川
後
期
川
の
搬
賞
二
教
授
に
他
の
教
授
た
ψ
り
を
も
晶
川
，
凡
て
、
廣
く
各
分

野
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
τ
を
｛
∬
う
。
昨
年
は
山
場
に
伺
噺
加
敢
穴
學
を
あ
て
、

七
二
十
八
日
か
ら
八
月
十
三
艮
密
で
四
週
聞
、
敏
麿
繊
・
法
學
・
米
丈

學
。
内
勤
學
の
四
部
切
り
に
わ
孟
κ
つ
て
こ
の
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
が
”
∬
わ
わ
た
。

混
織

　
本
か
停
一
炭
か
ら
…
木
國
側
の
・
王
催
胆
大
學
は
ミ
シ
ガ
ン
穴
鍬
申
に
繍
儀
更
を
口
鮎
た
。
．

そ
し
て
酪
期
の
搬
二
者
と
し
て
懇
濟
鳳
率
の
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
ブ
午
ン
ス
大
學

マ
ッ
ク
ラ
ッ
プ
厳
〔
提
が
來
洛
川
中
で
あ
り
、
後
期
…
に
は
オ
．
ハ
イ
オ
州
ケ
ニ
ョ
．

ン
大
鳳
堕
の
オ
ル
ー
3
リ
ッ
チ
教
授
　
（
勺
塊
O
暁
・
＜
騨
⑰
Q
篇
O
．
》
一
証
門
圃
O
げ
》
　
に
よ

っ
て
〆
メ
リ
カ
の
哲
學
が
．
代
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

｝
、
本
・
年
・
度
夏
季
糟
講
響
會
に
つ
い
て

　
そ
ん
な
わ
け
で
本
年
度
の
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
は
哲
學
と
経
濟
墨
の
ほ
か
に

女
化
人
顕
墨
・
敏
育
學
・
法
墨
・
女
工
の
諸
邦
門
を
も
糠
え
、
次
の
よ
う

な
要
顧
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
－
、
本
年
度
夏
期
セ
ミ
ナ
了
の
題
回
む
ら
び
に
瀞
晦

　
　
（
i
）
哲
學

　
　
　
ω
日
延
Φ
9
”
8
び
①
o
ユ
①
ω
O
h
O
o
ぴ
q
鐵
ぼ
◎
欝
ρ
灘
憎
く
鉱
縄
ρ
甑
O
～
．

　
　
　
　
　
　
　
　
窪
麟
象
臓
O
コ
鉱
9
β
α
諜
舞
の
蝕
ω
鋤
O

　
　
　
い
Φ
9
霞
Φ
畳
○
吋
曾
く
マ
α
q
出
ρ
》
冠
ユ
o
r
閑
Φ
5
嘱
◎
昌
O
o
＝
o
㈹
Φ
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
○
加
工
σ
圃
①
が
○
げ
瞬
O

　
　
（
，
二
，
－
）
　
女
化
人
瀬
學

　
　
　
ω
窪
ぼ
⑦
9
門
潤
Φ
8
鵠
ぼ
↓
冨
欝
α
ω
一
鐵
諺
ヨ
Φ
ユ
o
p
コ
》
簿
げ
δ
唱
巳
。
ひ
q
《

　
　
　
い
①
簿
償
周
①
憎
”
　
U
【
．
O
O
吋
α
O
p
芝
・
頃
ゆ
ミ
⑦
ω
噂
U
O
℃
p
暮
ヨ
O
鐸
酔
◎
鴎

　
　
　
　
　
　
　
　
》
昼
叶
ぽ
『
O
唱
O
δ
瞬
罫
d
P
冨
O
N
ω
沖
団
O
暁
0
9
0
『
簿
似
O

　
　
（
，
－
，
－
，
－
）
　
教
育
學

　
　
　
ω
鶴
9
Φ
O
窪
　
回
旨
℃
附
O
く
ぎ
ぴ
q
け
げ
①
0
¢
匿
同
6
傭
ぼ
導
け
げ
域
O
環
ぴ
q
置
θ
ず
9

　
　
　
　
　
　
　
　
ω
搾
自
開
＝
囲
d
の
Φ
O
幡
帥
償
鳥
剛
O
邑
く
δ
償
拶
岡
鼠
瓢
け
⑦
臨
ρ
一
〇
〇

　
　
　
ピ
0
9
鄭
『
①
巴
”
　
U
磐
渕
O
月
切
倫
ぜ
く
O
降
9
q
ゆ
ひ
門
口
黛
9
＜
δ
ロ
巴
O
Φ
降
睾

　
　
　
　
　
　
　
　
け
Φ
び
H
昌
ぼ
Φ
口
恥
ゆ
銘
O
三
巴
O
郎
門
卿
強
磁
謬
d
灘
ぞ
Φ
吋
の
搾
ざ
▼
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2
1

方
／｝（ぐ㌔
v！　v　1v
v　N一．，　V” 　

　
　
　
　
8
0
ξ
o

ω
¢
ヴ
U
Φ
O
け
…
　
↓
Φ
ω
諺
ρ
コ
島
鍵
Φ
ρ
ω
露
噌
㊦
8
①
コ
房

ぴ
¢
露
自
贋
Φ
嬬
“
　
℃
噂
◎
剛
●
労
O
σ
①
答
瓢
‘
○
頃
p
⇔
什
℃
】
）
O
ω
び
酵
ぽ
御
¢
渉
碧

　
　
　
　
　
く
O
畦
ω
騨
矯
》
M
（
矯
O
け
O

　
　
　
　
　
　
　
　
略

　
　
　
　
　
　
－
略

　
　
　
　
　
　
　
　
略

桑
園
藩

法
　
蟻

封
　
學

法

（
a
）
各
部
門
の
セ
ミ
ナ
～
は
次
の
よ
う
な
諜
程
を
含
ん
で
い
る
。

　
　
　
王
、
　
○
一
ρ
ω
ω
も
Q
①
ヨ
凶
浮
緯
憎
ω
　
（
v
研
記
｛
ハ
蔀
勲
日
別
｝

　
　
　
2
、
鶴
人
指
導

　
　
　
3
、
折
n
猟
堕
●
紹
罵
濟
一
風
甲
の
講
離
…
．
に
よ
る
一
価
取
榊
識
騒
戚

（
b
）
題
課
を
附
す
る
。

（
や
）
受
羅
料
　
五
〇
〇
同
畷

3
、
場
　
所
．
京
都
富
左
窟
礪
　
宵
田
本
町
　
瑛
都
大
流

4
、
期
　
…
阿
　
七
月
十
・
八
日
（
月
）
か
ら
八
月
三
身
縫
志
ま
）
ま
で
。
た
だ

　
　
　
　
　
　
し
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

　
　
　
磯
…
聞
秘
　
九
時
ー
ナ
諜
縫
　
融
講
毅
及
び
演
擬

　
，
　
　
　
　
　
午
後
　
　
　
　
創
人
指
導
等

5
、
熟
痴
者

　
　
　
A
溝
國
久
旧
大
輝
年
．
研
…
－
究
機
」
…
剛
…
の
勢
聡
官
、
瓜
閉
究
轡
型
、
火
鳳
堕
院
脇
Ψ
生
、

　
　
　
域
は
こ
れ
と
同
憶
以
上
の
賓
格
あ
り
と
認
め
ら
わ
る
者
の
う
ち

　
　
　
か
ら
冶
望
者
を
公
募
し
、
　
各
部
門
の
定
員
そ
れ
ぞ
れ
二
十
名

　
　
　
（
全
部
門
豆
子
名
）
。
定
員
超
過
の
場
合
は
主
儀
庸
側
で
選
考

　
　
驚
，
　
　
　
　
　
　
　
　
暴

　
　
系
　
　
　
　
　
　
　
　
《
篠

6
、

7

　
の
上
決
宇
【
す
る
。
」
な
お
昨
年
度
の
風
ス
融
盤
…
者
・
も
愁
加
山
山
來
る
。

申
　
込

　
奉
加
希
望
出
制
は
山
一
月
二
十
纈
裏
で
に
封
耽
鵡
・
ず
る
よ
・
り
に
轟
駄
都
市
・

左
京
試
吉
削
近
衛
町
京
都
大
學
樂
友
會
館
内
京
都
ア
メ
リ

　
カ
．
セ
ミ
ナ
ー
事
務
脚
局
（
電
話
惟
湯
田
⑦
闘
一
一
一
番
の
内
　
、
翼
字

　
内
二
三
五
番
）
に
串
込
む
こ
と
（
ψ
主
都
紙
は
岡
所
に
あ
る
〉
。

蒔
記

　
族
費
、
㌧
循
消
費
醗
ザ
に
つ
い
で
、
　
し
か
る
べ
き
補
庶
期
が
輿
え
ら
れ

　
る
櫓
澤
妃
で
あ
る
。
　
（
な
お
櫨
隔
の
地
か
ら
照
壷
照
川
申
の
セ
ミ
ナ
ー

　
に
馨
糖
を
希
望
す
る
入
々
の
た
め
に
も
奨
切
金
が
考
慮
さ
れ
て
．

　
い
る
。
關
心
の
あ
る
向
き
は
翻
係
方
面
へ
照
會
さ
わ
た
い
。
〕

　
哲
學
の
講
師
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
敏
授
に
つ
い
て
い
え
ば
、
鰐
数
授
は
…
冨
瓢
…
，

分
．
新
円
を
哲
n
學
の
蜘
弔
山
刀
な
方
瑞
仏
と
す
る
分
析
出
鱈
目
凹
に
隅
濁
し
、
目
翫
冨
紹
隅
輸
伽
や
柵
摂

位
意
識
の
分
折
に
お
い
て
す
で
に
撒
々
の
鋼
胸
自
一
な
業
績
が
あ
り
、
　
い
わ
ゆ

る
論
理
七
三
主
義
者
の
無
覗
し
が
ち
な
問
題
を
も
懇
切
に
と
り
あ
げ
よ
う

と
す
る
巌
い
親
野
の
學
者
で
あ
る
。
匿
い
考
ま
で
に
同
教
授
の
業
績
の
浩
干
．

を
欧
に
揚
げ
て
お
く
。
．

Hb
o
’

るe

．
．
ω
〇
三
日
。
κ
欝
》
《
2
0
づ
H
ヨ
日
臼
㌶
＝
蔓
、
”
留
ぼ
渕
Φ
銭
貯
鵯
ぢ

　
℃
げ
鵠
。
ω
骨
》
⇔
顕
好
ω
坤
ρ
Φ
塾
び
鷲
匿
・
閃
Φ
ぼ
一
臼
”
侮
巧
●
ψ

　
ω
Φ
＝
9
頃
ω
．

帆
．
筆
。
ε
ユ
巴
竃
Φ
僻
⇔
ぎ
ぴ
q
卸
勺
8
け
償
話
円
三
切
訟
μ
9
q
、
矯
矯
a
ω
O
ぎ

　
酔
ケ
Φ
β
σ
O
〈
①
’

、
眺
U
O
O
O
ヨ
算
計
昌
鄭
の
助
×
唱
噌
Φ
ω
ω
℃
塊
O
O
O
璽
諏
O
ロ
の
肥
．
梅
8
0
｛
℃
げ
劉

五
九
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co　．一a　o＞　an　sha◎　　腎　　■　　・　　獅
り

　
　
哲
學
研
究
　
　
筋
U
四
百
二
一
…
十
・
…
驚
描

　
　
岡
O
ω
こ
　
く
O
一
●
癖
O
讐
　
昌
O
●
ゆ
み
．

、
、
㎏
O
び
⇔
　
同
）
①
譲
①
《
可
ω
　
α
ω
①
　
◎
出
U
幻
診
σ
q
鐸
P
び
窺
Φ
℃
．
9
　
回
　
O
臨
℃
び
障
O
躬
●
》

　
　
＜
o
P
亀
”
O
・
囲
9

　
　
　
　
　
　
　
℃

．
、
い
P
瓢
⑦
喬
離
P
ひ
q
①
℃
　
団
呂
層
Φ
円
伸
O
鋤
O
Φ
℃
p
◎
¢
α
　
℃
一
〇
牌
O
戦
剛
ρ
一
　
諸
①
帥
5
圃
質
曾
q
矯
”
矯

　
　
回
の
　
O
｛
　
帽
7
帥
一
〇
ω
「
り
～
M
O
｝
。
幽
α
》
　
欝
O
．
脳
6

、
．
ン
由
9
欝
曽
o
o
け
ぴ
Φ
ω
《
已
σ
（
）
嵩
嬉
跨
μ
ひ
q
　
》
β
凶
ヨ
P
一
”
噂
▼
　
剛
（
Φ
⇔
団
O
切
　
濁
①
－

　
　
く
一
①
芝
℃
ω
¢
置
屋
O
『
　
目
り
駆
O
◆

、
軌
、
門
び
O
い
瓢
の
け
ぞ
く
O
門
幽
◎
昌
囮
W
Φ
一
轟
げ
q
切
Φ
ほ
P
質
血
困
W
一
鶴
Φ
諺
一
一
〇
く
Φ
触
閣
切
噂

　
　
勺
騨
二
〇
ω
噸
Q
り
け
嘗
篇
一
Φ
ω
℃
＜
O
一
●
q
響
づ
O
●
μ
’

似
．
8
び
①
　
H
資
鴎
O
弓
ヨ
2
囮
　
い
O
堕
一
〇
〇
酬
叶
げ
⑦
　
国
切
“
O
一
〇
団
ヨ
Φ
口
酔
　
O
暁
　
箇
賊
－

　
　
”
周
の
o
o
ω
圃
◎
璋
ω
℃
℃
噂
　
℃
げ
篇
O
ω
O
℃
げ
一
〇
”
剛
　
男
Φ
く
陣
Φ
♂
〈
ゆ
　
く
O
一
「
①
ω
鴨
　
⇔
◎
・

　
　
G
◎
．

軌
眠
鼠
桟
・
（
帽
賃
圃
部
①
O
づ
H
ぐ
｛
Φ
⇔
臨
一
理
α
q
℃
ソ
咽
勲
ヨ
一
霞
㈹
埼
　
勢
P
鳥
℃
β
壇
℃
O
璽
氏
昌
α
q

　
　
け
O
　
窯
餌
謹
Φ
鴇
”
吻
℃
ぴ
に
O
o
Q
．
ω
何
償
鮎
一
④
ω
り
く
O
一
’
0
鴇
昌
O
・
卜
σ
ら

　
　
　
　
　
大
友
久
由
氏
書
．
評
（
金
子
武
藏
「
實
存
理
性
の

　　

@　

@
思
量
」
）
聾
唖
騰
に
關
す
る
訂
正

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
哲
學
的
仏
胴
理
箪
（
五
三
買
、
下
段
最
終
行
）
　
は
哲
墨
的
論
理
學
に
、
「
珊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

性
し
（
五
西
頁
下
段
二
、
三
、
六
行
）
は
「
理
性
と
笠
存
」
に
補
立
し
た
送
由

筆
煮
か
ら
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
右
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

六
、
臼
｝

前號目次

佛
陀
の
沈
獣
と
そ
の
中
競
的
意
義
：
：
長
尾
雅
人

始
　
　
　
　
　
舶
兀
　
　
（
”
兀
）
　
・
一
…
：
：
・
・
：
活

　
一
へ
ー
ゲ
ル
「
鶏
理
學
」
に
隔
於
け
る
「
4
5
滝
篇
の
研
三
九
」

　
　
新
消
外
幽
雅
籍
研
㎝
脳
落
岡
嚇
久
｝
高
地

「

井

修
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